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祝成人特　集

司会台から会場を望む一コマ。会場からの視線を気にせず
司会を務める堂々とした新成人の後姿。



1祝福の朝日の中を、晴れ着に身を包んだ新成人が
会場に向かう　 2受け付けでは、地元の高校生が手
伝っていた。彼女たちも数年後には、振袖を着てこ
の会場を訪れる　 3久しぶりに再会した級友と記念
にパシャリ。スマホで自撮りする新成人が増えてき
た　 4地元のテレビの取材を受ける人も　 5式の開
始を待つ会場内はとても賑やか　 6式が始まると、
会場はたちまち凛とした空気に　 7お世話になった
恩師を一人ひとり紹介。拍手や歓声が上がる　 8 9

中学校時代を映したスライドショー。当時の思い出
がよみがえり、笑い声が会場を包む　10式が終わり、
恩師を囲んでの記念撮影　111213各会場で行われた
アトラクション

小学生の時に観た私た
ちの劇を、人生の節目
の成人式で観たいと上
演の依頼があったとき
はうれしかったですね。
成人式で上演するのは
初めてですが、当時を
思い出し、劇を楽しん
でもらいたいですね。劇団らくりん座　代表

大河内 真由美　氏

アトラクション出演者の声 　
新
成
人
、
門
出
の
日

　
穏
や
か
に
晴
れ
渡
っ
た
1
月
7
日
、
黒

磯
文
化
会
館
・
三
島
ホ
ー
ル
・
ハ
ロ
ー
プ

ラ
ザ
の
3
会
場
で
同
時
に
那
須
塩
原
市
成

人
式
が
開
催
さ
れ
た
。

　
今
年
、
本
市
で
新
成
人
と
な
っ
た
の
は

１
１
９
２
人
。
各
会
場
に
は
、
晴
れ
着
に

身
を
包
ん
だ
新
成
人
た
ち
が
次
々
と
訪
れ

た
。

　
各
会
場
で
は
市
長
を
始
め
、
来
賓
や
恩

師
か
ら
新
成
人
に
向
か
っ
て
激
励
の
言
葉

が
贈
ら
れ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
新
成
人
代

表
か
ら
は「
今
ま
で
私
た
ち
に
関
わ
っ
て

き
た
全
て
の
人
た
ち
に
対
し
て
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
ず
、
大
人
と
し
て
の
自
覚
を

持
ち
、
責
任
あ
る
社
会
人
と
し
て
常
に
前

向
き
に
進
ん
で
い
き
ま
す
」と
力
強
く
誓

い
の
言
葉
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　

こ
の
他
に
も
、
黒
磯
高
校
吹
奏
楽
部
、

那
須
野
ヶ
原
疏
水
太
鼓
、
劇
団
ら
く
り
ん

座
が
式
典
前
に
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
行

い
、
新
成
人
の
門
出
に
華
を
添
え
た
。

　
ま
た
、
会
場
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
新

成
人
た
ち
が
友
人
た
ち
と
嬉
し
そ
う
に
写

真
を
撮
っ
た
り
、
お
し
ゃ
べ
り
を
し
た
り

と
、
皆
思
い
思
い
に
級
友
と
の
再
会
を
楽

し
ん
で
い
た
。

　
そ
ん
な
中
、
緊
張
し
た
面
持
ち
の
新
成

人
た
ち
が
い
た
。
成
人
式
実
行
委
員
の
メ

ン
バ
ー
だ
。
彼
ら
は
こ
の
日
の
た
め
に
、

コ
ツ
コ
ツ
と
準
備
を
進
め
て
き
た
。

平成30年 那須塩原市成人式

特　集 人生の節目の一つである成人式。
大人の仲間入りをする若人たちを
励まし、その門手を祝う。昨今では
全国でさまざまな趣向を凝らした
成人式が開催されているが、本市
でも思い出に残る成人式にしよう
と奔走する新成人たちがいた。

祝成人
この日の演題は「おむすびころりん」

那須野ヶ原疏水太鼓

黒磯高等学校吹奏楽部
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晴
れ
の
日
を
思
い
出
の
日
と
す
る

　
た
め
に

　
本
市
の
成
人
式
は
、
新
成
人
た
ち
が
実

行
委
員
会
を
組
織
し
て
準
備
な
ど
を
行
っ

て
い
る
。
実
行
委
員
会
は
、
黒
磯
・
西
那

須
野
・
塩
原
の
地
区
ご
と
に
組
織
さ
れ
、

メ
ン
バ
ー
は
中
学
校
卒
業
時
に
指
名
さ
れ

て
い
る
。
実
行
委
員
会
は
成
人
式
の
約
４

カ
月
前
に
招
集
さ
れ
、
活
動
を
開
始
。
各

自
の
役
割
を
決
め
た
後
、
式
内
容
の
検
討

に
入
る
。

　
実
行
委
員
の
仕
事
は
、
式
を
盛
り
上
げ

る
た
め
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
演
出
の
企

画
、
恩
師
を
紹
介
す
る
資
料
の
作
成
に
加

え
、式
当
日
の
進
行
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
。

市
外
に
住
ん
で
い
る
委
員
も
多
く
、
打
ち

合
わ
せ
で
も
な
か
な
か
全
員
が
揃
わ
な
い

中
、
お
互
い
が
協
力
し
て
準
備
を
進
め
、

晴
れ
の
日
を
迎
え
た
。

　

開
式
前
は
緊
張
で
硬
か
っ
た
表
情
も
、

い
ざ
式
が
始
ま
る
と
一
変
。
み
ん
な
堂
々

と
、
司
会
進
行
や
恩
師
紹
介
な
ど
各
自
の

役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
時
、
彼
ら

の
表
情
は
、
責
任
を
持
っ
て
大
役
を
果
た

そ
う
と
す
る
大
人
の
顔
に
な
っ
て
い
た
。

リーダーシップの
　　　　　　　大切さを痛感

　初めて会議に出席した時は、あ
まりに人が少なくて不安でいっぱ
いでしたが、会議を重ねるにつれ
て次第に仲間が集まり、その仲間
たちが力を発揮し、準備から当日
まで活躍してくれました。
　現在は農業大学校で野菜などの
育成の研究をしており、実習の教
員になることを目指しています。
今回の活動を通じ、リーダーシッ
プをとることの大変さや大切さを
学べたことは、大きな収穫です。

今まで経験したことのない
　　　　　　　　　スケール

　地元に残っている自分がやらな
ければと思い、引き受けました。
こんなにも大きな規模の人生の節
目の式典に、リーダーとして関わ
ることができたのは貴重な体験で
した。
　現在、大学で電磁力などの勉強
をしています。今回、実行委員長
をやったことでコミュニケーショ
ン力や人との調整力を学ぶことが
できたので、これらをもっと活か
せるようになっていきたいです。

企画が実現した時の充実感が
　　　　　　　　たまらない

　現在地元にいないので、打ち合
わせの度に帰郷するのは大変でし
たが、らくりん座へのアトラク
ションの出演依頼など、自分たち
がやりたいことを企画し、実現し
た時は大きな充実感を得られまし
た。今は大学で国際協力について
学んでいます。今回、仲間と共に
企画の立案、実行という大切な体
験ができました。この経験を活か
して、今後も地域を盛り上げるさ
まざまな活動をしたいです。

黒磯、西那須野、塩原…それぞれの会場で活躍した成人式実行委員たち。初
めはなかなか人が集まらず苦労することがあっても委員をまとめ上げ、式を
成功へ導いた各地区の実行委員会のリーダー。彼らに活動への思いを聞いた。各地区のリーダー

黒磯地区
分科会会長

西那須野地区
分科会会長

塩原地区
分科会会長

6

成人式実行委員奮闘記
～式を支えた立役者たち～

成人式を舞台裏で支えた実行委員たち。そして彼ら
をまとめ上げた各地区のリーダー。出身校は異なっ
ても彼らの思いはただ一つ、「一生に一度の成人式
を、心に残るものにしたい」。思いを現実にするた
めの彼らの奮闘ぶりを紹介する。

 　本番直前、気合をいれる実行委員たち

1～ 2事前の会議でスライドショーや恩師の紹介文
などを打ち合わせる。回を重ねるにつれて、和気あ
いあいとした雰囲気になっていく　 3前日のリハー
サル。本番を明日に控えて緊張が高まる中、それぞ
れが自分の役割を確認していた　 4新成人を代表し
ての「誓いの言葉」。会場全員の視線が彼女に注が
れる　 5影アナウンス。読み間違えが無いよう、何
度も練習を重ねていた　 6舞台の配置替えなどは、
全員で　 7大役を務めあげ、安堵の表情の委員たち 西那須野会場では婦人会から花束が贈られた
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Ryota SoumaKohei NakazatoMizuki Yagisawa

Interview

相馬 良
りょうた

太 さん中里 光平 さん八木沢 瑞
み ず き

貴 さん
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無事に成人式を執り行った、成人式実行委
員たち。彼らが描く自分の未来…彼らが抱
く今後の夢や抱負はどのようなものだろう。
※今年の実行委員は黒磯地区22人、西那須野地区
　11人、塩原地区6人。（内1名は欠席）

実行委員たちの
夢・抱負

堀江  伊
い お り

織（西那須野中）

牧
まきぬし

主  空
そら
（東那須野中）

磯  天
た か し

志（厚崎中）若林  智也（高林中）後藤  圭祐（三島中）

喜
き だ

田  夏
か す み

純（黒磯中）

豊
と よ だ

田  亜依（西那須野中）

澤田  将
ま さ や

弥（日新中） 池田  隆
りゅうせい

星（東那須野中）佐藤  萌
も え

恵（黒磯北中）

斎藤  千
ち ひ ろ

尋（三島中）髙梨  壮
そ う た

大（黒磯中）谷
たにぐち

口  敬太（三島中） 大塚  咲
さ く ら

来（三島中） 君島  竜（箒根中）

加藤  遥（西那須野中）

小
こ や ま

山  陸
りく
（日新中）

山下  春奈（箒根中）

大塚  幹久（塩原中）

井上  夏
か り ん

鈴（三島中） 井
い や た

谷田  翔
しょうま

馬（塩原中）

北
きたがわ

川  和
か ず き

希（黒磯中） 相馬  良
りょうた

太（高林中）八木沢  瑞
み ず き

貴（箒根中）中里  光平（三島中）

佐藤  祐輔（日新中）

臼井  茜
あかね
（箒根中）人見  健太（黒磯北中）

鈴木  龍
りゅうと

斗（黒磯中） 安
あんざい

齋  陸
りく
（日新中）阿久津  葵（西那須野中）

菅原  千晶（黒磯中）菅原 千晶（黒磯中）

登
と な き

那木  恒平（西那須野中）

鈴木  康
や す お

州夫（東那須野中） 高根澤  あやか（日新中） 青木  栞
しおり
（黒磯中） 佐藤  真由（東那須野中） 森下  真

ま え
守（黒磯北中）
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01 日本や世界を舞台に、輝かしい実績を残した４人～その功績を称え、市長特別賞を贈呈～
スポーツをはじめとした各方面で全国、そして世界を舞台に市民の皆さんが活躍しています。
私たちに夢や希望を与えてくれた皆さんに市長特別賞が贈られました。

　
10
月
に
愛
媛
県
で
行
わ
れ
た
全
国
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
。
田
代
龍
二
さ
ん
は
陸
上
競
技
４
０
０
ｍ
少

年
に
出
場
し
、
参
加
者
35
人
が
５
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
競
う
中
、
グ
ル
ー
プ
第
１
位
に
輝
き
ま
し
た
。

今
回
が
２
度
目
の
挑
戦
だ
っ
た
彼
は
「
前
回
の
国
体

は
２
位
で
、
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
今
年
は
必
ず
優

勝
し
た
か
っ
た
」と
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

さん田
た し ろ

代 龍
り ゅ う じ

二
那須特別支援学校高等部3年
生。瞬発力だけでなく、持
久力も必要な400ｍ走におい
て、後半の粘りが持ち味。来
年度から社会人として、仕事
とスポーツの両立を目指す。

02 本市からプロ野球選手が誕生～北浦選手が市長を訪問～
　プロ野球のドラフト会議で、北海
道日本ハムファイターズから投手と
して5位指名され入団した北浦竜次
選手が、市長を表敬訪問しました。
　北浦選手は本市出身で、現在は白
鴎大足利高校の3年生。共英小学校2
年生の時に野球を始め、中学生の時

には硬式野球チームの「大田原ボーイ
ズ」に所属し活躍しています。
　君島市長の激励に対し、北浦選手
は「1日も早く1軍選手となり、多く
の人から応援される選手になりたい」
とプロで活躍する抱負を力強く語っ
てくれました。

選手北
き た う ら

浦竜
り ゅ う じ

次

　

全
日
本
テ
ニ
ス
協
会
が
主
催
す
る
、35
歳
以
上
を

対
象
と
す
る
国
内
最
高
峰
の
硬
式
テ
ニ
ス
の
大
会

「
全
日
本
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
」。
こ
の
大
会
の

男
子
70
歳
以
上
シ
ン
グ
ル
ス
に
初
出
場・
初
優
勝
し

た
近
藤
清
氏
。
近
藤
氏
は
、「
本
市
か
ら
国
体
の
選

手
が
出
る
よ
う
子
ど
も
た
ち
の
指
導
も
し
て
い
き
た

い
」と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 さん近

こ ん ど う

藤 清
きよし

中学生の時に軟式テニス、40
歳で本市に移住したこときっ
かけに硬式テニスを始める。
軟式テニスでは全国大会を2
回制し、今回の優勝で軟式・硬
式両方で全国制覇を達成。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
フ
ロ
リ
ダ
州
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｔ
Ｆ
世
界
ベ
テ
ラ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
。
こ
の
大
会
の

国
別
対
抗
戦
75
歳
以
上
の
ク
ラ
ス
に
日
本
代
表
の
一

人
と
し
て
参
加
し
、
日
本
を
第
３
位
に
導
い
た
佐
藤

久
和
氏
。「
こ
れ
か
ら
も
夢
を
持
っ
て
、
体
の
ケ
ア
に

気
を
使
い
な
が
ら
続
け
て
い
き
た
い
」と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。

さん佐
さ と う

藤 久
ひ さ か ず

和
35歳の時、上司に誘われて硬
式テニスを始め、スキーで足
腰を鍛えるために本市に移
住。全日本ベテランテニス選
手権ではダブルス・シングル
スの両方で優勝を経験。

　
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
国
民
体
育
大
会
レ
ス
リ
ン

グ
競
技
会
。
田
代
英
才
さ
ん
は
、
少
年
男
子
グ
レ
コ

ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
74
㎏
級
で
地
元
・
愛
媛
県
の
選

手
と
の
激
闘
を
制
し
、
見
事
に
優
勝
。
今
後
は
、「
大

学
で
も
レ
ス
リ
ン
グ
を
続
け
て
、
と
ち
ぎ
国
体
ま
で

は
現
役
で
い
た
い
。
い
ず
れ
世
界
で
戦
え
る
選
手
に

な
り
た
い
」と
抱
負
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

さん田
た し ろ

代 英
て る ま さ

才
足利工業大学附属高校3年生。
小学6年から柔道を始め、厚
崎中学校時代の恩師の勧めで
高校からレスリングに転向。
その恩師の背中を追い、教師
になるのが夢という。

平成30年2月5日号

まちの身近な話題や出来事を教えてください。広報担当者が取材に伺います。
本シティプロモーション課　☎0287(62)7109Town Topics
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怖くても 負けないぞ！
～たかはやし保育園 新年のつどい～

　1月9日にたかはやし保育園で行われた新年のつ
どい。新年を祝い、日本のお正月文化に親しむた
めに毎年開催されています。今年は園児72人が参
加して紙芝居で干支の由来を学んだり、羽子板や
こまなどお正月遊びの実演を見たりしました。会
場が一番盛り上がりを見せたのが、獅子舞登場の
場面。怖くて泣いてしまう子もいれば、触れ合い
を楽しみにしていた子も。獅子舞の縁起を担ぎ、
元気に1年を過ごしてくれることを願っています。

美味しい野菜を 今年も食卓に
～卸売市場初競り～

　吐息が真っ白になるほど朝の冷え込みが厳し
かった1月5日。早朝から黒磯那須公設地方卸売
市場で新春恒例の初競りが開かれました。競り人
の威勢の良い掛け声が市場に響くと、周りを囲む
買
ばいさんにん

参人が競い合いながら次々と値をつけ、あっと
いう間に競りは終了。ねぎや白菜など新鮮な野菜
がトラックに積み込まれ、市内の小売店へと運ば
れて行きました。昨年の天候不順で高騰している
野菜価格。今年は豊年満作になることに期待です。

➡幻想的な光が温泉街を包む
～塩原温泉竹取物語～

　塩原温泉街を竹灯籠の幻想的な光が包み込むライトアップイ
ベント「塩原温泉竹取物語」が今年も始まりました。3回目となる
今年は、約1,000本もの手作り竹灯籠が温泉街中心地にある妙
雲寺参道や湯っ歩の里などの他、新湯地区や元湯地区などにも設
置され、夕方になると淡い光で温泉街を照らしています。
　「この光景を見て、塩原を訪れた人たちが笑顔になってくれる
と嬉しい」と話してくれたのは、実行委員長の君島達

た つ み

己さん。こ
のライトアップは2月末まで楽しめ、4月からのデスティネー
ションキャンペーン期間中も実施する予定です。

　竹灯籠は温泉街の
あちこちに配置され
ている（蓬莱橋）

　竹灯籠の光に照ら
されて初詣に向かう
人たち（妙雲寺参道）

➡

　幻想的な光に包ま
れる湯っ歩の里

➡

➡

点灯式当日だけ特別
にライトアップされた
妙雲寺本堂
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シ
リ
ー
ズ
「
那
須
塩
原
市
の
下
水
道
」　
【
第
５
回
】
下
水
道
の
経
営
編

下
水
道
っ
て
ど
ん
な
も
の
？

▶問い合わせ
　 下水道課
　☎0287（37）8479

◆�次回の「那須塩原市の下水道」は、
　これからの下水道経営についてお知らせします。

「下水道の日」って知ってる？
　毎年9月10日は「下水道の日」なんだよ。
　昭和36年に下水道の普及のために始まっ
たんだ。この日を中心に、全国の自治体で普
及活動イベントなどのいろいろな催しをやっ
ているんだよ。
　ほかにも、主に小学生から中学生を対象に
した作文やポスター、新聞などを募集する「下
水道いろいろコンクール」もあるんだ。那須
塩原市のみんなも応募してね。
　なんで9月10日かというと、下水道の役割
の一つである「雨水の排除」にちなんで、台風
シーズンを過ぎた（立春から数えて）220日が
選ばれたんだ。
　「下水道の日」には、家族みんなで楽しく下
水道のことを知ろう！

分流式と合流式
　下水道には、汚水と雨水を一緒に集めて処
理する「合流式下水道」と、汚水と雨水を分け
て集める「分流式下水道」の2つがあるんだ。
　那須塩原市では、「分流式」を採用している
よ。「分流式」は、処理の必要のない雨水はそ
のまま放流するから、「合流式」より汚水処理
のコストがかからないメリットがあるんだ。

スイスイの
｢これ、知ってる？｣

下
水
道
財
政
の
し
く
み

　
市
の
会
計
に
は
、
多
く
の
市
民
に
関

わ
る
事
業
を
行
う
た
め
の
一
般
会
計

と
、
特
定
の
目
的
の
事
業
を
行
う
た
め

の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。
一
般
会
計

は
税
金
、
特
別
会
計
は
使
用
料
な
ど
が

主
な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
特
定
の
地
域
の
人
だ
け

が
利
用
で
き
る
施
設
で
あ
る
た
め
、
特

定
の
支
出
を
特
定
の
収
入
で
や
り
く
り

す
る
特
別
会
計
を
設
け
て
い
ま
す
。

汚
水
と
雨
水

　
下
水
道
は
、
生
活
で
発
生
す
る
汚
水
4

4

を
集
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
雨
水
4

4

を
安

全
に
排
除
す
る
役
割
が
あ
り
ま
す
。

　
特
に
都
市
部
で
は
、
雨
水
が
地
面
に

浸
透
し
な
い
た
め
、
道
路
や
街
の
排
水

の
た
め
に
雨
水
用
の
管
が
敷
設
さ
れ
た

地
区
が
あ
り
ま
す
。

　
事
業
費
の
う
ち
、
自
然
現
象
で
あ
る

雨
水

4

4

の
処
理
は
公
費（
税
金
）で
、
汚
水
4

4

の
処
理
は
下
水
道
使
用
者
が
支
払
う
私

費（
下
水
道
使
用
料
）で
賄
う
こ
と
を
原

　
一
方「
基
準
外
繰
入
金
」は
、
汚
水
の

処
理
な
ど
、
本
来
下
水
道
使
用
者
が
支

払
う
べ
き
費
用
の
不
足
分
を
税
金
で
補

て
ん
す
る
も
の
で
す
。
つ
ま
り
、
下
水

道
が
整
備
さ
れ
な
い
地
区
の
人
も
、
費

用
を
負
担
し
て
い
る
状
況
な
の
で
す
。

　
汚
水
処
理
に
か
か
る
費
用
は
私
費
で

賄
う
こ
と
が
原
則
で
す
の
で
、
基
準
外

繰
り
入
れ
が
生
じ
て
い
る
状
況
を
解
消

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

不
足
す
る
下
水
道
使
用
料

　
下
水
道
使
用
料
は
、
汚
水
処
理
に
か

か
る
費
用
を
、
汚
水
を
排
出
し
た
人
に

負
担
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。
下
の
図

の
維
持
管
理
費
と
資
本
費
の
基
準
外
繰

入
金
は
、
下
水
道
使
用
料
の
不
足
を
示

し
て
い
ま
す
。

　
汚
水
処
理
費
を
下
水
道
使
用
料
で
ど

れ
だ
け
賄
え
た
か
を「
経
費
回
収
率
」と

い
い
ま
す
が
、
現
在
市
の
経
費
回
収
率

は
89・
2
％
と
、
約
１
割
分
が
不
足
し

て
い
る
状
況
で
す
。

　
基
準
外
繰
り
入
れ
が
生
じ
て
い
る
状

況
を
解
消
す
る
た
め
に
は
、
こ
の「
経

費
回
収
率
」を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

収
入
の
収
納

　
下
水
道
事
業
の
収
入
の
う
ち
、
下
水

道
使
用
料
と
受
益
者
負
担
金
は
、
皆
さ

ん
に
支
払
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
収
入
で

す
。
事
業
を
進
め
る
た
め
の
大
切
な
財

則
と
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
現
在
下
水
道
使
用
料
で
汚

水
処
理
費
用
の
す
べ
て
を
賄
え
て
い
な

い
た
め
、
不
足
分
を
公
費（
一
般
会
計

繰
入
金
）で
補
て
ん
し
て
い
ま
す
。

源
で
す
の
で
、
期
限
内
の
納
付
を
お
願

い
し
ま
す
。

世
代
間
で
支
え
る
下
水
道

　
下
水
道
の
整
備
に
は
多
額
の
資
金
が

必
要
と
な
り
、
そ
の
多
く
を
国
の
補
助

と
借
入
金
で
調
達
し
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
は
、
何
十
年
も
の
長
い
期
間

に
わ
た
っ
て
使
う
も
の
で
す
か
ら
、
建

設
時
に
一
度
に
支
払
う
の
で
は
な
く
、

借
入
金
の
返
済
を
長
期
間
に
設
定
す
る

こ
と
で
、
将
来
の
使
用
者
に
も
公
平
に

費
用
を
負
担
し
て
も
ら
う
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
下
水
道
事
業
は
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
た
地
区
の
人
だ
け
で
は
な
く
、
市
民

皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て
い
る
事
業
で

す
。
皆
さ
ん
に
公
平
な
事
業
と
な
る
よ

う
、適
切
な
経
営
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

9月10日は
� 下水道の日

平成28年度　事業費内訳

一
般
会
計
繰
入
金

　

一
般
会
計
繰
入
金
は
、「
基
準
内4

繰

入
金
」と「
基
準
外4

繰
入
金
」の
２
つ
に

分
け
ら
れ
ま
す
。

　
「
基
準
内
繰
入
金
」は
、
雨
水
の
処
理

や
、
下
水
道
整
備
の
た
め
に
借
り
た
お

金
の
返
済（
資
本
費
）な
ど
、
公
費
で
賄

う
部
分
と
し
て
国
の
基
準
が
定
め
ら
れ

て
い
る
も
の
で
す
。

繰越金
4800万円（1.6％）

その他
3420万円（1.2％）

建設改良費
6億5800万円（22.2％）
下水道を整備するための費用

維持管理費
7億9300万円（26.8％）
汚水処理費や人件費、
事務費などの日常業務
に必要な費用

下水道事業の経費とその財源

資本費
15億700万円（51.0％）
下水道整備のために借り
たお金（元金と利子）を返
済していく費用

一般会計繰入金
13億1040万円（43.6％）
下水道事業の中でも公益性の高
い事業の他、会計の赤字を補て
んするために、一般会計から支
払われる税金

市債
3億8440万円（12.8％）
整備費用などのための
金融機関からの借入金

国庫補助金
2億150万円(6.7％ )
下水道の整備や施設の更
新などに必要な費用の一
部を国が補助

受益者負担金
2930万円（1.0％）
下水道の利益を受ける人が工
事費の一部を負担するもの

下水道使用料
9億9520万円（33.1％）
下水道を使った人が排出した
汚水量に応じて支払う使用料

29億5800万円
歳出総額

30億300万円
歳入総額

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

基準外繰入金っていうの
は、下水道使用料だけでは
賄えない分を負担している
税金のことだよ

作
っ
た
あ
と
の
費
用

作
る
と
き
の
費
用

建設改良費

下水道管の整備や処理施設を建設するための費用経費

財源
市債（借入金）

受益者負担金

国庫補助金

資　本　費

雨水処理のために
借りたお金を返済する費用

汚水処理のために
借りたお金を返済する費用

皆さんの税金で
賄われるべきお金

下水道使用者が
支払うべきお金

経費

財源 一般会計繰入金
（基準内） 一般会計繰入金

（基準外）

下水道使用料

維持管理費

雨水処理や
水質保全のための費用

生活排水などの
汚水処理のための費用

皆さんの税金で
賄われるべきお金

下水道使用者が
支払うべきお金

経費

財源 一般会計繰入金
（基準内） 一般会計繰入金

（基準外）

下水道使用料

汚水は私費
（使用料）

雨水は公費
（税金）

※�敷地内の雨水は
敷地内で処理し
てください
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皆さんからいただいたお便りを紹介します。
今後の広報誌づくりの参考にさせていただきます。

その他にも、たくさんのお便りをいただきました。
ありがとうございました。

スマートフォンなど
からの応募はこちら

お便り BOX

◆
特
集「
い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
」

を
読
ん
で
、
93
歳
な
の
で
先
の
老
後

の
心
配
も
あ
り
ま
す
が
、
三
森
先
生

の
よ
う
な
お
医
者
さ
ん
に
出
会
え
た

ら
他
界
す
る
時
は
暖
か
な
自
宅
で
迎

え
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
し

た
。
先
生
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

Ｋ
・
Ｏ
さ
ん（
木
綿
畑
）90
代
女
性

◆
次
男
の
お
嫁
さ
ん
が
宇
都
宮
市
か

ら
那
須
塩
原
市
に
来
て
ビ
ッ
ク
リ
し

た
こ
と
は
、
小
・
中
学
生
が
通
り
す

が
り
に
挨
拶
を
し
て
く
れ
る
こ
と
。

な
ん
だ
か
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。
日

常
の
さ
り
気
な
い
こ
と
っ
て
大
切
で

す
よ
ね
。

お
昌
ば
ぁ
ば
さ
ん（
下
永
田
）60
代
女
性

◆
特
集「
結
婚
」は
と
て
も
タ
イ
ム

リ
ー
で
す
ね
！
昨
年
7
月
に「
市
結

婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、

11
月
に
1
組
の
カ
ッ
プ
ル
が
め
で
た

く
結
婚
さ
れ
た
と
の
こ
と
。
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
た
く
さ
ん

の
カ
ッ
プ
ル
の
誕
生
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

Ａ
・
Ｔ
さ
ん（
松
浦
町
）70
代
女
性

◆
ま
ち
な
か
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ど
ん

な
感
じ
に
な
る
か
本
当
に
楽
し
み
で

す
。
集
ま
る
場
所
が
あ
る
っ
て
素
晴

ら
し
い
で
す
ね
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

図書館へ行こう！
午前9時30分～、平日は午後7時、土・日は午後6時まで開いています。

NEW！

『クマと森のピアノ』

著：伊集院 要� 扶桑社 監修：貴和製作所� 日東書院本社

文：アンドリュー・ラーセン� 六耀社

著：ダーチャ・マライーニ� 未來社

『安寿姫草
ものがたり

紙』

クマのブラウンはある日森の中でピ
アノを見つける。ピアノを弾くこと
が大好きになったブラウンは森に
やってきた人間のすすめで仲間たち
と離れて“街”へ行くことになり…。

「ばっちゃん」こと中本忠
ち か こ

子さん（83
歳）。自宅を開放し、やってくる子ども
たちの食事ばかりか、その家族にまで
お弁当を持たせ、彼女自身が今もなお
子どもたちの居場所で在り続けている。

数多くの図書館設立に貢献したアン
ドリュー・カーネギーの生涯を描い
た伝記絵本。慈善活動にいそしんだ
彼の人生は学ぶことと分け与えるこ
との大切さを教えてくれます。

アクセサリーを作る時の基本の道具
や材料の扱い方が分かりやすく写真
付で解説され、初心者向けに通すだ
け、つなぐだけ、貼るだけなどのア
クセサリー紹介もあります。

イタリアを代表する作家・詩人・劇作
家でもある彼女が、お話しをせがんだ
女の子への手紙の中で描かれたいくつ
かの物語。犬や他の「いのち」の息づか
いに呼応しながら現実を語る。

父と母、そして弟と過ごしていた安
寿の幸せな日常は過去に犯した罪の
せいで崩れてしまう。さまざまな出
会いに助けられながら、弟を守るた
めに困難に立ち向かった姫の物語。

図書館HP

仲間たちのブラウンへの思いに感動します

お帰りと言って抱きしめたら子どもは必ず立ち直る

学ぶことが将来の自分をつくる糧になる

道具いらずでできるアクセサリーもあります

著者が贈る「いのち」の花束十二篇

「山椒大夫」の名で知られる、家族の絆の物語

▶問い合わせ　　西那須野図書館　☎（36）6001　　黒磯図書館　☎（63）9031　　塩原図書館　☎（48）7521

シ
ョ
ン
が
出
来
て
、
孤
独
感
が
な
く

な
る
温
か
い
市
に
し
た
い
で
す
ね
。

Ｋ
・
Ｓ
さ
ん（
鍋
掛
）50
代
男
性

◆
最
近
の
広
報
の
充
実
ぶ
り
に
感
心

し
て
い
ま
す
。
素
敵
な
広
報
だ
と
思

い
ま
す
。
特
に
特
集
や
人
物
を
扱
っ

た
記
事
中
の
写
真
が
素
晴
ら
し
い
で

す
ね
。
他
市
町
に
誇
れ
る
広
報
紙
で

す
！え

み
り
～
お
ば
さ
ん
さ
ん（
鍋
掛
） 

60
代
女
性

◆
特
集「
結
婚
」。
最
近
、
婚
活
と
い

う
言
葉
を
良
く
耳
に
し
ま
す
。
未
婚

化
や
晩
婚
化
、
そ
し
て
少
子
高
齢
化

も
深
刻
に
な
っ
て
い
る
近
年
、
親
御

さ
ん
が
心
配
し
て
い
る
話
を
良
く
聞

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
経
済
的
に

余
裕
が
無
い
か
ら
結
婚
で
き
な
い
と

い
う
理
由
も
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
で
も
、
人
そ
れ
ぞ
れ
自
分
な
り

に
楽
し
ん
で
生
き
る
こ
と
が
と
て
も

大
切
に
思
い
ま
す
。
結
婚
支
援
も
も

ち
ろ
ん
大
切
に
思
い
ま
す
。

Ｆ
・
Ｆ
さ
ん（
埼
玉
）60
代
女
性

◆
毎
月
20
日
発
行
の
裏
表
紙
の
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
が
と
て
も
便
利
で

役
立
っ
て
い
ま
す
。

Q. あなたが好きなコーナーはどれですか？（複数可）

※いただいたご意見は、内容を変えない範囲で添削させていただく場合があります。
※紙面の都合上、掲載できない場合がありますのであらかじめご了承ください。

広報なすしおばらを読んだ感想、取り上げて欲しい
話題や記事などをお書きください。

１．表紙
３．行政 info
５．子育て連絡帳
７．健康だより
９．お便りBOX
11.  ちっちゃな自然
13.  げんきびと
15.  私のまちの近い遺産

２．特集
４．タウントピックス
６．チャイルドトピックス
８．図書館へ行こう！
10.  なすしおばら珍百景
12．編集後記
14．ものづくり若人

『ばっちゃん　子どもたちの居場所。広島のマザー・テレサ』

『ある女の子のための犬のお話』

『図書館を心から愛した男―アンドリュー・カーネギー物語』

『今さら聞けない 手芸の基礎がよくわかる！�基本のピンワーク』

作：デイビッド・リッチフィールド� ポプラ社

作：三田村 信行� ポプラ社

イベント情報

Ｔ
・
Ａ
さ
ん（
西
三
島
）60
代
男
性

◆
市
の
広
報
は
月
2
回
発
行
さ
れ
ま

す
が
、
他
市
町
で
は
月
1
回
の
と
こ

ろ
も
あ
り
ま
す
。
予
算
軽
減
と
自
治

会
班
長
の
業
務
を
減
ら
す
た
め
に
も

回
数
を
減
ら
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
よ
ろ
し
く
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

Ｙ
・
Ｒ
さ
ん（
石
林
）60
代
女
性

◆
市
内
で
芸
術
分
野（
文
芸
や
工
芸

な
ど
）に
お
い
て
活
躍
す
る
人
を
紹

介
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

ペ
ガ
サ
ス
さ
ん（
清
住
町
）40
代
男
性

おはなし会の後に工作会を行います。
ハサミを使った作業などはありませんので、
小さなお子さんでも安心して作業できます。
▶とき　2月17日㈯午前10時30分～11時30分
▶ところ　塩原図書館
▶対象　小学生以下のお子さん
▶参加費　無料
▶定員　定員なし（申し込み不要）
▶問い合わせ　塩原図書館

「おひなさまかざりを作ろう！」
おはなし会と工作会

「この本よんでみて! コンテスト2017」� 審査結果発表
　「この本よんでみて!コンテ
スト」は、自分のオススメの
本を紹介する、市内の小中学
生を対象としたコンテスト。
　今年は右の3部門で審査が
行われ、学年ごとに最優秀
賞・優秀賞・特別賞が選ば
れました。最優秀賞の受賞
者を紹介します。
作品は図書館ホームページ
から見ることができます。

（3月上旬に掲載予定）

「たいせつな人に本をすすめる手紙を書こう/返事を書こう」部門

佐藤隆成（西小1年）、田中詩恵（東原小2年）、大森美
穂（三島小3年）、熊谷定哲（三島小4年）、森屋優芽（槻
沢小5年）、林東樹（槻沢小6年）

友だちにすすめる本の紹介カードを作ろう部門
足助柊哉（波立小3年）、渡辺琴音（大原間小4年）、宮
澤亜純奈（槻沢小5年）、清水咲良（南小6年）、吉岡楓

（日新中1年）、西海石日香（日新中2年）、八木真帆（西
那須野中3年）

本の小ばこを作ろう部門
山岸寿遥（大山小1年）、小河原碧（埼玉小2年）、小河
原理 （々南小3年）

12平成30年2月5日号
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春はもうすぐ
～チョウジザクラ～

トウゴクミツバツツジ

み～つけた
ちっちゃ

な自然
NO. 154

那須塩原自然を愛そう

細い獣道、動物たちも対向注意ということでしょうか…？

投稿者　　栃木弁っていいよね さん（40代男性  共墾社）
撮影場所　金沢地内の山林（撮影日  H29.9）

あなたの"珍"を募集中
≪応募方法≫
方法① きらきらホット
　　　 なすしおばらに投稿
　　　 珍百景投稿用フォームに
           必要事項を入力。

方法② シティプロモーション課に電話
　　　　☎ 0287（62）7109

●必要事項
　住所、氏名（ペンネーム）、電話番号、年齢、性別、
　珍百景写真、タイトル、撮影日、コメント（100 字
　程度）

●注意点
※人権侵害、政治・宗教活動、意見広告や宣伝につ
　ながるものなど、掲載できない内容があります。
※内容を変えない範囲で添削する場合があります。
※被写体の人物または所有者などに許可を得てから
　応募してください。
※インターネットなどからの転載はご遠慮ください。
※応募いただいた写真は市の情報発信活動に使わせ
　ていただく場合があります。

野生動物用
　　カーブミラー？百景

なすしおばら

珍

那須塩原市役所
シティプロモーション課

「広報なすしおばら係」行

ご住所

那須塩原市

お名前
フリガナ

読者プレゼントに応募しない場合は☑をいれる

☎電話

年齢 性別歳 男　・　女

□ 応募しない

ペンネーム
（希望者のみ）

※掲載する場合は実名ではなく、イニシャルまたはペンネームで掲載します。

３ ２ ５ ８ ５ ０ １
お手数ですが

62 円切手を

貼ってください

広報なすしおばら 2018.2 No.315

チョウジザクラ　撮影日時：2017/4/26　撮影場所：木の俣園地

　

２
月
に
な
り
寒
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

皆
様
お
変
わ
り
な
い
で
し
ょ
う
か
。
春
は
も
う

す
ぐ
と
言
っ
て
も
ま
だ
ま
だ
寒
い
で
す
ね
。
で

も
、
野
山
で
は
、
も
う
す
ぐ
フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
や

セ
ツ
ブ
ン
ソ
ウ
な
ど
が
咲
き
始
め
ま
す
の
で
、

山
歩
き
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。
市
内
に
は
、

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
や
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
、
フ
サ
ザ
ク

ラ
な
ど
野
生
の
サ
ク
ラ
が
い
ろ
い
ろ
見
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
、
以
前
紹
介
し
た
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク

ラ
は
サ
ク
ラ
属
で
は
な
く
ウ
ワ
ミ
ズ
ザ
ク
ラ
属

で
、
フ
サ
ザ
ク
ラ
は
フ
サ
ザ
ク
ラ
科
で
あ
り
、

属
や
科
が
違
う
の
で
少
し
違
う
仲
間
で
す
。

　
今
回
は
春
に
木
の
俣
園
地
で
見
ら
れ
る
チ
ョ

ウ
ジ
ザ
ク
ラ
を
紹
介
し
ま
す
。
チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク

ラ
は
、
萼が
く
の
部
分（
萼が
く
と
う筒
）が
長
く
、
花
を
横
か

ら
見
る
と「
丁
」と
い
う
字
に
見
え
る
こ
と
か
ら

そ
の
名
が
つ
き
ま
し
た
。
萼
の
外
側
に
毛
が
多

く
柔
ら
か
そ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
雌
し
べ
の
花
柱
に
毛
が
生
え
て
い
る
の
が
特

徴
で
す
。
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
に
比
べ
る
と
花
が

ま
ば
ら
で
地
味
な
感
じ
が
し
ま
す
。
葉
は
ビ

ロ
ー
ド
の
よ
う
に
細
か
い
毛
で
覆
わ
れ
、
葉
の

先
は
亀
の
し
っ
ぽ
の
よ
う
に
尖
っ
て
い
ま
す
。

　
木
の
俣
園
地
で
は
、
ト
イ
レ
の
少
し
上
流
の

岸
辺
で
見
ら
れ
、
風
が
吹
く
と
揺
れ
や
す
い
た

め
、
写
真
撮
影
は
と
て
も
苦
労
し
ま
し
た
。
４

月
下
旬
に
は
他
に
も
ト
ウ
ゴ
ク
ミ
ツ
バ
ツ
ツ
ジ

な
ど
が
咲
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
な
お
、
チ
ョ
ウ
ジ
ザ
ク
ラ
と
し
て
園
芸

店
で
売
ら
れ
て
い
る
フ
ジ
モ
ド
キ
は
、
ジ
ン

チ
ョ
ウ
ゲ
の
仲
間
で
あ
り
、
全
く
違
う
も
の
で

す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。�

お
さ
む

チョウジザクラって？

バラ科サクラ属
Cerasus apetala var.tetsuyae

桜の野生種の一つ。東北南部より南の
太平洋側に見られる。別名はメジロザ
クラ。

編集後記
地元を離れて暮らしている旧友と久しぶりの再会。成人式の会

場では、そんな光景がよく見られます。会うまでは不安の気
持ちもあるようで、少し緊張している新成人たちも、再会を果たし
て少し会話すれば、一緒に時を過ごした当時に戻り、とても晴れや
かな表情に。どれだけ時代が移っても、人間のそんな気持ちは変わ
らないんでしょうね。ファインダー越しにきらきらと輝く彼らの笑
顔があまりに眩しく、フラッシュを焚くのを忘れてしまい、紙面で
その表情が必ずしも表現できなかったことをお許しください。（平石）

成人式に行ってきました。かれこれ十数回もの成人式を見てき
ましたが、どの成人式の会場でも、級友と久しぶりに顔をあ

わせて楽しそうに話し込む姿がとても印象的です。例年、成人式で
は新成人の中から実行委員が選ばれて式の準備に当たっています。
今回の特集でも取り上げていますが、スライドショーを作ったり、
アトラクションを考えたりと、その年々で趣向を凝らしています。
かつて、私も成人式の実行委員をやった（やらされた）ので、取材を
しながら昔のことを懐かしく思い出してしまいました。　　（興野）
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本市の重要文化財と聞くと、皆さんは何を思い浮かべますか。
「旧青木家那須別邸」や「那須疏水旧取水施設」といった、明治期
の開拓に関連する文化財でしょうか。
しかし、今から4,000年以上も前の古代の歴史を今に伝える、重
要文化財があることを知っていますか。
今回は槻

つきのきざわ
沢遺

い せ き
跡の「深

ふかばちがた
鉢形土

ど き
器」を紹介します。

16/178

寒い冬は、あったか～い室内で

重要文化財鑑賞！

これまでの調査結果で分かっている遺跡
の範囲は東西600m、南北300mにも及
びます。また、竪穴住居跡140軒以上、
土坑300基以上が見つかっています。他
にも、東北南部や北陸地方に分布する複
式炉なども見つかっており、土器の他に
も、他地域との交流を確認することがで
きます。槻沢遺跡の発掘調査は、その一
部しか行われておらず、まだまだ、皆さ
んの足元には古代の歴史が眠っている可
能性が…ドキ土器

4 4 4 4

しますね。

槻沢遺跡あれこれ
Topic 　

槻
沢
遺
跡（
市
指
定
史
跡
）は
縄
文
時
代
中
～
後
期

（
約
4
千
年
前
）の
栃
木
県
を
代
表
す
る
大
規
模
な
集
落

遺
跡
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
5
回
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
そ
の
過
程
で
多
く
の
袋
ふ
く
ろ

状じ
ょ
う

土ど

坑こ
う（

食
料
貯
蔵
用
の

穴
）が
見
つ
か
り
、
そ
の
一
つ
か
ら
、
30
個
の
土
器
が

ま
と
ま
っ
て
出し
ゅ
つ
ど土

し
ま
し
た
。

　
こ
の
30
個
の
土
器
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
穴
に
投
げ
込

ま
れ
て
お
り
、
関
東
・
東
北
地
方
の
特
徴
を
有
し
て
い

る
も
の
や
、
北
陸
地
方
の
影
響
を
受
け
た
も
の
な
ど
が

混
在
し
て
い
ま
す
。
縄
文
中
期
の
北
関
東
に
お
け
る
関

東
地
域
と
東
北
地
方
の
交
流
を
示
す
大
変
貴
重
な
資
料

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
30
個
体
一
括
で
国
の
重
要
文
化
財

に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
槻
沢
遺
跡
の
深
鉢
形
土
器
は
、
那
須
野
が
原
博

物
館
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
寒
い
日
は
暖
か
い
博

物
館
で
、
古
代
の
歴
史
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

槻沢遺跡

西富士 至那須塩原

至西那須野 

狩野公民館

ライスライン

温泉神社

槻沢遺跡

深鉢形土器

お知らせ

目指せ！「日本遺産」
日本遺産（Japan Heritage）とは、文化財を始めとした地域の歴史的魅力や特色を地域活性化に活用しよう
という文化庁の事業です。点在する文化財を「ストーリー」として結びつけブランド化を図るもので、文化庁
では、2020年までに100件の認定を掲げています。現在、大田原市・那須町・矢板市の3市町とともに明治
期の開拓を軸としたストーリーを作成し、日本遺産認定を目指しています。　　　　　　　　　 検索日本遺産�詳しくは 

土坑の復元模型




